
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

キャットミュージックカレッジ専門学校 専門課程 
 
 

２０２3年度 自己評価報告書 
（基準日２０２4年３月３１日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 



 

  



はじめに 

 

 本校では、学校教育法及び学校教育法施行規則に則り、学校評価（自己評価・学校関

係者評価）実施に向けた体制作りを行ってまいりました。そして現在、文部科学省策定

の『専修学校における学校評価ガイドライン』をもとに、学内における PDCAサイクル

の確立を目指し自己評価を行っています。より充実した、教育環境と在校生・卒業生の

サポート体制確立に向け、さらなる努力をしていく所存でございます。 

本校関係各位の皆様におかれましては、さらなるご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。 

 

 

 

20２4年 7月 

学校法人大阪創都学園 
キャットミュージックカレッジ専門学校 

学校長 美根 宏史 

 

 

 

＜自己評価委員会＞ 

委員長 美根 宏史（学校長） 

鈴木 雅文（学校法人大阪創都学園 理事長） 

石角 公宏（学校法人大阪創都学園 副理事長） 

城 将敏（学校法人大阪創都学園 事務長） 

白藤 浩史（教務副主任・ダンス学科） 

小池 敏（総合学科） 

岡本 真由子（音楽技術学科） 

杉山 徹（ミュージシャン学科） 

 

 

 

 

 

 

＜自己評価実施概要＞ 

・学生授業アンケート（2023年 9月及び 2024年 2月） 

・アンケート集計をもとに、自己評価委員会において討議。 

 20２3年度カリキュラムの修正等への反映について確認（2024年３月） 

・本校実施自己評価アンケートを自己評価委員各位において記入（2024年４月） 

・自己評価委員会において各自評価表について討議（2024年５月） 

・自己評価委員会において、20２3年度自己評価について取りまとめを行い、 

 内容確認及び承認。（2024年 6月） 



キャットミュージックカレッジ専門学校 専門課程 2０２3年度自己評価表 

 
 
1. 学校の教育目標 
 
（教育理念） 
  「個性」を磨き 「才能・能力」を高め「技術」を身につける。仕事として、 
  音楽・ダンスなどのエンタテインメントに関わる上で大切な要素を持った人材を育成・輩出する。 
  そして、エンタテインメント業界の発展に寄与する。 

 
  ◇学生にとって将来につながる有意義な学校であること 
  ◇業界にとって信頼できる人材育成機関であること 

 
（教育目標） 
  音楽・ダンスなどのエンタテインメントに関わる上で大切な要素を持った人材を育成・輩出する。 
  その為に、音楽・エンタテインメントの専門教育においては、基礎力・応用力・実践力を身につける 
  カリキュラムを構築し、専門知識や技術を習得します。 
  また、人間力の育成・向上に重要なこの時期、社会生活において必要となる常識・社会性はもちろん、 
  豊かなコミュニケーション力・自己表現力といった社会適応能力を、専門教育を通じて身につけていきま 
  す。 
 
 
２. 本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 
 
  ■学生状況の把握 
   退学防止に向け、学生の状況を把握し早期の対策を講じ、進級率の向上を図る。 
 
  ■進級率の向上 
   出席率確認と状況把握から、退学防止に向け早期の対策を講じる。 
 
  ■就職率の向上 
   学生が就職活動を積極的に行うよう担任とキャリアセンターの指導で促していく。また、自己表現を主と

する活動を目指す学生たちにも一旦は職に就くという進路を提示して経済基盤を持たせるよう取り組む。 
 
 
３.評価項目の達成及び取組状況 
 
  ■進級率の向上 

2年生の卒業率及び1年生の進級率ともに上昇。1年生においては目安としている進級率90％をクリア。
学生個々の状況を把握できた結果と思われる。前年度同様、個別のケアが必要な学生の入学者が増えてい
る傾向があり、より一層の個別の状況把握に注力していきたい。 
（令和 5年度進級/卒業率 進級：90.5% 卒業：98.8% 令和 4年度進級/卒業率 進級：89.4% 卒業：96.6%） 

 
■出席率と学生状況の把握 
授業への出席率に関して、昨年度対比で 1年生は上昇、2年生は下降という結果となった。各専攻の担任
が主体となり、個別の状況を踏まえて保護者とも連携を取りながら指導にあたっている。今後も定期的な
学生面談は基より、個別の学生の状態に気を配り、状況の把握に努めていきたい。 
（令和 5年度年間平均出席率 1年：90.7% 2年：87.3% 令和４年度年間平均出席率 1年：88.9% 2 年：88.9%） 

 
■就職率の向上 
昨年度に引き続き求人は増加。締め切り後も追加募集を行う企業も多く、求人票の件数以上の募集があっ
た。例年、就職希望者が多い音響エンジニア専攻、音楽ビジネス専攻の学生が「フリーランス志向」や就
職活動に対して消極的な学生が見受けられ、結果的に就職率の低下につながったと考えられる。 
 ミュージッククリエイター専攻では、明確に目標意識をもって活動をしている者が多く、早期から就職
活動を始めたり、進路決定とはなっていないが、精力的に音楽活動を続けるためのビジョンをしっかりと
持っているなど、良い傾向が見られた。その他のミュージシャン学科については、昨年度のように講師試
験にチャレンジしたり、音楽活動に目的意識を持った学生は見られなかった。 

 
 

４.各項目による点検評価状況 
 
 ※別紙参照 

 



2023年度自己評価表





４.各項目による点検評価状況
（点検の評価について）

大項目 点検評価
１－１ ・理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） 4
１－２ ・学校における職業教育の特色は何か 4
１－３ ・社会のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 4
１－４ ・理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・学生・関係業界・保護者等に周知がなされているか 4
１－５ ・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 4

大項目 点検評価
２－６ ・目的等に沿った運営方針が策定されているか 4
２－７ ・事業計画に沿った運営方針が策定されているか 4
２－８ ・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4
２－９ ・人事、給与に関する制度は整備されているか 4

２－１０ ・教務・財務等の組織整備など意識決定システムは整備されているか 4
２－１１ ・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4
２－１２ ・教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4
２－１３ ・情報システム化等による業務の効率化が図られているか 4

点検項目

キャットミュージックカレッジ専門学校　　専門課程　2023年度自己評価表（別紙資料）

学校運営

具体的な状況等
・在学中にそれぞれの専門分野の知識・技術を理解修得し、卒業後もその将来に渡り分野の追求と活動を行っていけるような人物像を目指す。
・企業連携などを積極的に行い現場に即した内容を実施することで職業教育を実践し在学中に身につけられるような取り組みを行う。
・めまぐるしく変化する業界のソフト＆ハードへの対応力を持ち、今後の業界に必要とされる仕事内容についての情報も吸収しながら調査や研究等も継続していきたい。
・担任及び講師の指導、業界へのプレゼンテーションイベントや協力イベント、保護者懇談会、三者面談等、の機会において周知している。また、ホームページでの情報
公開、学校案内パンフレット、企業向け求人案内などへの掲載等により、学生、保護者、業界関連企業等へ、またこれから進学を考える高校生にも周知がなされてい
る。
・各学科の連携企業と協力し、「教育課程編成員会」を設置している。委員会においては学内の現行カリキュラムと業界の動向のすり合わせを行い、業界のニーズに適
合した人材育成が行える取り組みがなされている。

　　　　　　[ ４ ]　適切　　　[ ３ ]　ほぼ適切　　　[ ２ ]　やや不適切　　　[ 1 ]　不適切

教育理念・目的・人材育成像

具体的な状況等
・目的や運営の方針については、毎年、年度当初の職員会・講師会や適宜実施している分野ごとの分会を通じて方針等を周知している。
・事業計画（行事計画）や教育計画を策定し進めている。
・長期的な目標を持ち、行事等の計画の見直しを行いながら年度ごとに運営方針が策定している。
・校長以下組織的な構造を持ち、教務意思決定については明確になっている。
・個人情報などのコンプライアンスについては、教職員は定例の会議にて周知徹底し、学生についてもホームルーム、各授業を通して指導している。
・本校のディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシーはホームページで公開され、業界や地域に広く公開している。
・WEBサイト、SNS等を通じて、行事等の報告を行っている。
・学校評価関係についての開示をしている。
・学内情報のWEB掲示板やsigfyの活用を工夫し、学生生活や就職関連について効率よく情報発信を行っている。管理システムについては定期的にツールの更新を検
討し、さらなる業務の効率化を進めたい。

点検項目



（点検の評価について）

大項目 点検評価

３－１４ ・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4
３－１５ ・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 3

３－１６ ・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4
３－１７ ・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されているか 3
３－１８ ・関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われているか 4
３－１９ ・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか 4
３－２０ ・授業評価の実施・評価体制はあるか 4
３－２１ ・職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか 4
３－２２ ・成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 4

３－２３ ・資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか（技術系コースに限る） 4

３－２４ ・人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 3
３－２５ ・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマネジメントが行われているか 4
３－２６ ・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上のための取組が行われているか 4
３－２７ ・職員の能力開発のための研修等が行われているか 4

点検項目
　　　　　　[ ４ ]　適切　　　[ ３ ]　ほぼ適切　　　[ ２ ]　やや不適切　　　[ 1 ]　不適切

教育活動
具体的な状況等
・「個性」を磨き、「才能・能力」を高め「技術」を身に付けるという理念に沿っての教育方針を実施、毎年、業界の求める人物像により近づける努力をしている。
・科目ごとに講義概要を作成し、到達目標を設けている。また、学習時間に関しては授業だけでなく学外実習、行事等においてもコースごとに明確になっている。
・カリキュラムについては授業担当の講師と協力して精査を行い、年度ごとに体系的にカリキュラム編成を見直している。
・教育課程編成委員会で委員からの答申を受け、より実践的な指導が行えるようにカリキュラムの見直しを年度ごとに行っている。
・近年のエンタテインメント業界の変化に対応できるようにさらにカリキュラム等についての見直しや変更を行っていきたい。
・学校主導で行う産学協同イベントへの参加、または関連企業が行う企業研修制度等において、学生からその内容等が報告される。報告内容を検証し、各授業に反映
できる組織づくりを目指す。
・年間2回、在学生たちに授業アンケートを実施。問題点の抽出を行い、改善に努めている。
・毎年、教育課程編成委員会を実施、外部関係者からの客観的な意見を頂ける工夫をしている。
・学則に明記された規定に則り、成績評価、出席評価等を行っている。
・コースごとに取得できる内容に合わせて対応を行っている。検定等の対策は、授業内で対応する場合もあるが、内容や時期によっては対策講座を別途開設する。
・音楽/ダンス業界の企業と講師派遣契約を結び優れた教員を確保している。併せて、若手講師の育成についても取り組みをおこなっている。
・現状の契約企業や学科ごとの連携企業をはじめ、様々な業界企業とコミュニケーションを取り、講師派遣の相談もしやすいネットワーク形成を行っている。
・全体講師会等では各種セミナーを実施、知識見聞を広げるための個別セミナーへの参加、各自が自発的に行う自己研磨的なもの(ライブ活動や録音等も含む)等が上
げられる。また、教員の指導力育成などの資質向上のための取り組みを実施している。
・教員と同じく全体講師会等で各種セミナーを実施。休講期間中を使ったミーティング等において簡易的な研修が行われる場合もある。

（目標の設定等）

（教育方法・評価等）

（資格試験）

（教職員）



（点検の評価について）

大項目 点検評価
４－２８ ・就職率の向上が図られているか 4
４－２９ ・資格取得率の向上が図られているか 4
４－３０ ・退学率の低減が図られているか 4
４－３１ ・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 3
４－３２ ・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 4

大項目 点検評価
５－３３ ・進路・就職・デビューに関する支援体制は整備されているか 4
５－３４ ・学生相談に関する体制は整備されているか 4
５－３５ ・学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 4
５－３６ ・課外活動に対する支援体制は整備されているか 4
５－３７ ・保護者と適切に連携しているか 4
５－３８ ・卒業生への支援体制はあるか 4
５－３９ ・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 4
５－４０ ・関連分野における業界との連携による卒後の再教育プログラム等を行っているか 3

具体的な状況等

　　　　　　[ ４ ]　適切　　　[ ３ ]　ほぼ適切　　　[ ２ ]　やや不適切　　　[ 1 ]　不適切

学修成果

点検項目

点検項目

学生支援

・就職専任スタッフにより、全体的なディスカッションや講座、個別面接、電話対応までを実施。常に就職向上の努力が行いやすい体制にしている。
・資格取得率の向上に向けて資格対策講座等も行っている。音楽技術学科では、実務での効果を充分に考慮し新規に資格試験の導入を行っている。
・各コースに担任を配置し、学生の個別状況に応じて相談を行える体制を取っている。状況に応じて保護者、授業担当講師とも連携しながら指導を行っている。
・キャリアセンタースタッフ、担任が主体となり、卒業生の活動状況の把握に努めている。
・業界で活躍する卒業生たちとは良好な関係を築いていっており、そのネットワーク構築を拡げている。彼らからの協力を得てセミナーやクリニック、特別授業の場を設
け、在校生への学びの場を提供している。

・専任のスタッフが在校生および卒業生の相談等にも応じる体制をとっている。
・専属の担任を配置して学習内容や日常生活等に関しても相談しやすい環境を提供している。
・日本学生支援機構の奨学金制度、高等教育の修学支援新制度、提携の教育ローン、学校独自の特別分割、校友会奨学金制度、特待生制度等、様々な支援制度の
案内を行っている。
・企業研修、就職活動、または学校が提携する学外研修、音楽活動(演奏活動)等の学外活動に対しての公欠を許可し、習得した技術や知識の積極的な実践を推奨して
いる。
・成績、出席状況の通知や保護者懇談等、学生の学習状況の情報共有を行っている。また、担任は保護者との連携を取り、学生の個別状況に応じた指導を心がけてい
る。
・業界的に中途採用も多いため、卒業後も転職や再就職等の相談に対してバックアップやを行える体制を取っている。またオーディションの案内やサポートも継続して
行っている。これらは「フォーエバーサポート」として全学科の卒業生に提供している。
・高校ダンス部や軽音部のイベントへスタッフとして参加することで高校生の音楽、ダンス活動を支援するとともに在校生にとって習得した技術、知識を実践する場として
活用している。
・学内で行う特別授業やオーディション等には、卒業生対応のものもあり、「フォーエバーサポート」の一環として提供を行っている。また、ミュージシャン系の卒業生に対
しては関連スクール「キャットエンタテインメントスクール」においても教育機会の提供を行っている。

具体的な状況等



（点検の評価について）

大項目 点検評価
６－４１ ・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 4
６－４２ ・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修の場等について十分な教育体制を整備しているか 4
６－４３ ・防災に対する体制は整備されているか 4

大項目 点検評価
７－４４ ・高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取組を行っているか 4
７－４５ ・学生募集活動は、適正に行われているか 4
７－４６ ・学生募集活動において、資格取得・就職状況等の情報は正確に伝えられているか 4
７－４７ ・学生納付金は妥当なものとなっているか 4

大項目 点検評価
８－４８ ・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 4
８－４９ ・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4
８－５０ ・財務について会計監査が適正に行われているか 4
８－５１ ・財務情報公開の体制整備はできているか 4

学生の受入れ募集

財 務

具体的な状況等

具体的な状況等
・専門的な内容を理解して頂くための訪問授業や職業体験の受け入れ、または高等学校協賛/主催等の様々なイベントへの音楽的な技術協力にも取り組んでいる。
・定期的に行うオープンキャンパス(体験授業を含む説明会)等をでは、説明に多くの時間を割き、各学科の学習内容や就職情報、または納付金を含む入学手続きまで
を正確に伝えている。また、保護者の方々にも十分に理解して頂く時間も設けている。
・資格取得に有利性がある仕事や資格制度がない業種の情報も含め、現状で学校に頂いている求人票等を実際に見ながら説明を行うようにしている。
・毎年、学校全体の収支条件を調整しながらの運営を行う体制を築いている。よって納付金(学費・設備/教材費等)に関しては大きく変動することなく現在に至っている。

財務の概要につきましては、財産目録・貸借対照表・資金収支計算書・事業活動収支計算書に記載のとおりでありますが、概要につきましては、事業活動収支では法
人傘下の両専門学校におきまして、令和５年度募集が昨年対比で若干回復の傾向を示し、学生生徒等納付金が６０４百万円となり、教育活動収入合計が授業料等減
免費補助金を合わせまして６８０百万円となりました。一方、支出につきましては、国際的な原油価格の上昇や、円安が進行しているため、輸入品の価格、特にエネル
ギー価格や原材料価格の上昇によって物価が上昇している中、節電等も含めた経費節減に努めながら、必要な教育研究用備品を更新するなど行い、教育活動支出の
合計は奨学費を含めまして６６８百万円となり、教育活動収支差額が１２百万円となりました。
また、貸借対照表では、建物、構築物が１,１４８百万円、教育研究用機器備品等７１百万円となり、借入金につきましては一昨年度に完済し、その後も借り入れは行って
おりませんので無借金経営が継続されています。また、期末現在の純資産残高は、昨年対比１２百万円増加の４,２０２百万円となりました。
令和５年度入学生については、キャットミュージックカレッジ専門学校の減少分を、大阪アニメーションカレッジ専門学校の増加で補ったように見受けられましたが、令和
６年度の募集につきましては、新型コロナウイルスの影響が緩やかに回復していっている中、エンタテインメント業界の冷え込みも少しずつ回復してきているので、対策
をしっかりと練り直し、現在掲げている目標数字に向かって達成できるよう、教職員全員一丸となり、教育活動収入増加に努力するとともに、教育活動支出面におきまし
ては合理的に支出し、学校の安定的な基礎維持のため、一定部分の収益確保を目指して健全な学園運営を行ってまいりたいと存じます。

具体的な状況等
・教育的な必要性に対応すべく設備等の入替えは常に検討して行っている。メンテナンス等の不備が無いよう心がけている。
・外部の現場に出て行う企業研修制度や外部企業からの依頼による演奏活動においても具体的な指針を示しながら、その充実に向けて取り組んでいる。
・海外研修は、有志参加による課外活動として取り組んでいる。コロナ禍の中で実施を見送っており、現在再開時期については検討中である。
・定期的な避難訓練、学内におけるポスター掲示、また随時徹底した担任や学生課からの注意喚起を行うことにより、安全な学校生活が送れるよう努力している。

点検項目

　　　　　　[ ４ ]　適切　　　[ ３ ]　ほぼ適切　　　[ ２ ]　やや不適切　　　[ 1 ]　不適切

教育環境

点検項目

点検項目



（点検の評価について）

大項目 点検評価
９－５２ ・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4
９－５３ ・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 4
９－５４ ・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 4
９－５５ ・自己評価結果を公開しているか 4

大項目 点検評価
１０－５６ ・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 4
１０－５７ ・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 4
１０－５８ ・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか 3

大項目 点検評価
１１－５９ ・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか 4
１１－６０ ・受入れ・派遣等において適切な手続き等がとられているか 4
１１－６１ ・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか 3
１１－６２ ・学内での適切な体制が整備されているか 3

法令等の遵守

社会貢献・地域貢献

具体的な状況等

点検項目

具体的な状況等

・自己評価については学生授業アンケート等を実施し、カリキュラムの構築や、講師の指導等に役立てている。
・ＷＥＢサイトでの開示を行っている。

・日本語学校との交流をはじめ、海外からの見学希望者に対応したりと交流を図っている。
・留学生の受け入れについては、入国管理局の指導に即し、各種手続きを適正に行っている。
・学生作品をWEBサイト上に掲載する事で海外の方々からも高く評価いただいている。
・留学生専門の担当者を配置し、受け入れから卒業後のサポートまで支援を行っている。

点検項目

具体的な状況等国際交流

　　　　　　[ ４ ]　適切　　　[ ３ ]　ほぼ適切　　　[ ２ ]　やや不適切　　　[ 1 ]　不適切

・吹田市・江坂企業協議会との連動による音楽イベントの開催など、地域イベント等に積極的に協力している。
・地域の清掃活動や学校へオファーのボランティア活動などについて、趣旨・団体等を確認したうえで学生への案内を行っている。
・関西エリアで実施される大型フェスイベント等で、希望者を募りボランティア活動のスタッフ参加を行っている。
・行事等においての学校校内の公開は行っている。なお、先述した関連スクール「キャットエンタテインメントスクール」の活動等を通じて、地域等への講座の開設を行っ
ており、受講者に近隣の方も見受けられるようになっている。さらに、この取り組みを続けていきたい。

点検項目
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